
●アゼオトギリのあれこれ

2021年11月9日、多気町松阪市学校組合立多気中学校に

て、国土交通省のお仕事やアゼオトギリについての環境学

習を開催しました。

生徒たちは、地元にある貴重植物や地域ぐるみの保全活

動について学ぶ機会となりました。

これを機に、活動の輪が広がっていくことが楽しみです！
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みんなで学びました！

環境学習開催 in 多気中学校

アゼオトギリとは？
裏面へどうぞ

アゼオトギリの生態や保全活動について学習

国土交通省のお仕事について学習

＊国土交通省のお仕事
まずは、保全活動にも関わっている国土交通省三重

河川国道事務所のお仕事について学びました。

○治水：洪水による氾濫を防ぐための河川整備

○管理：河川の状態を把握し、適切な維持管理対策

○環境：河川の生き物や水質の調査、みんなで楽しく

河川を利用できるための整備

など

＊アゼオトギリのあれこれ
貴重植物であるアゼオトギリについて、生態から地域

ぐるみでの保全活動までについて学びました。

○特徴：オトギリソウ科の多年草。環境省では絶滅危惧

ⅠB類、三重県では絶滅危惧ⅠA類に指定。

○生態調査：平成26年より調査開始。5年ほど生き、

明るく湿った環境を好むことなどが分かってきた。

○増やし方、育て方：種まきや苗植えは春ごろ。秋に種

を採取し冷蔵保管。育て方マニュアルを参考。

○保全活動：アゼオトギリ保全勉強会の開催、現地で

の移植や草刈り作業、広報活動、環境学習。

など

●国⼟交通省三重河川国道事務所のお仕事

⽣き物調査

アゼオトギリの実

地域と学⽣と移植作業
育て⽅

マニュアル

河川の状態把握河川の整備
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ちょこっと ひとネタ～多気町役場～

第2弾！木質バイオマス地域集材事業

取扱いには届出が必要です
H２９年３月３１日三重県指定希少野生動植物種にアゼ

オトギリが指定されました。採取、移植などの取扱いには
三重県に届出が必要です。
※許可なく採取等行うことは条例違反となります。

《お気軽にお問合せ下さい》

●多気町 町民環境課 TEL0598(38)1113
建 設 課 TEL0598(38)1116

●三重河川国道事務所 調査課
TEL059(229)2216

今さら聞けない！SDG’sってなぁに？ ～SDG‘sとアゼオトギリ保全活動～

アゼオトギリとは？
田んぼの畦や日当たりが良く湿った場所に生える多年

草でオトギリソウ科の一種です。三重県内ではH25年に
48年ぶりに発見されました。

学校問わず、幼稚園でも環境学習を

やっております。お気軽にお問合せ下さ

い。チラシがもっとほしい、ちょっと話聞き

たいな、などなど、ご興味のある方お待

ちしております！

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）を

略してSDG’s と呼んでいます。

簡単に言うと、地球上のみんなが平和にずっと暮らしていく

ために、今こそ世界を変えよう。そのための目標を１７個上げ

ます！と、2015年に国連が定め、2030年までの達成を掲げ

た目標のことです。

17個の目標を見ると、私たち個人個人にはなにもできない

のでは？と思えるかもしれませんが、そんなことはありませ

ん！職場では、働きやすい職場環境を作ることで経済成長

につながり、支援や援助の輪が広がります。家庭では、ごみ

の分別や電気・ガスの節約などで自然環境の保全につなが

ります。

アゼオトギリ保全活動では、 に に当てはまり、じ

つはＳＤＧ’s に貢献しています！

みなさんも、小さなことから自分でできることを見つけてみて

ください。

この事業は

「国連生物多様性の10年日本委員会（UNDB-J）」

が推奨する事業として認定を受けています。

vol.8でも紹介しましたとおり、多気町では、間伐された木

や竹をバイオマス発電の燃料に活用していく取組を行って

います。間伐材の搬入者（登録手続等済）には、バイオマ

ス発電所からの買取額に町補助金を上乗せして支払うこと

で、バイオマス事業の推進を図っています。

令和2年度では、1年間で

約590ｔの間伐された木や竹

が搬入されました！

これらの間伐材が燃料に︕


